
事業概要票

　　　　事例ＮＯ．７２

事　業　名 流域治水対策河川事業

事業担当機関 仙北地域振興局建設部

工事期間 平成１３年～平成２５年

実施場所 仙北市田沢湖町（田沢湖）

工事費 ５９８百万円（３期工事）

工事概要 護岸工　Ｌ＝１，０２６．３ｍ（３期工事）

事業の目的

　既設護岸には、田沢湖を周回する観光道路（県道相内潟潟野線、県道田沢湖畔線）、

民家及び農地などがあり、これらの施設に対し既設護岸損壊による影響が及びつつある

状況であった。

　そこで、湖岸侵食部背後施設の保全と秋田県民の財産である田沢湖の自然景観の保全

を目的とし、護岸工を施工するものである。

環

境

配

慮

の

内

容

施

工

後

の

状

況

 

事

業

概

要

コンクリートのブロック張工ではなく、地元玉川産の自然石を張り付けたマットを施し、周囲環境と調和

を図りつつ侵食防止工を対策した。

完成から時間が経過するにつれ、人工的な感じが薄れたことにより一層周囲と調和がとれている。

図面、写真、説明

事例キーワード

洪 水 時

昭和２６年７月 小坂町
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自然石空張　φ200～φ300

(ジオグリット連結)

盛土材

袋詰め石工(2t)

現地発生材

(クラッシャーラン　C-80)

敷砂利　t=10cm

盛土材

(土砂)

吸い出し防止材　t=10mm

吸い出し防止材　t=10mm

(C-40)

(C-40)

(C-40)

盛土材 t=30cm

田沢湖田沢湖田沢湖田沢湖

周囲環境との調和


